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よv議機的トレーニングの修饗
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{自的}高強度の運動やトレーニングにより免疫機能が怒下す

ることが知られており、スポーツ競技選手の免疫能を地援する

ことは、コンディショニングを行うよで、一つの重要・な情報と

なると;考えられる。 i唾液中の分法~t I~九らl掛)は口緑内局所免

疫に議饗であり、サンプリングが簡易であることから、スポー

ツ浅場においてコンディショニングを行う擦の…つの指標とな

ると忠われる。本研究では急性議動負街および継続的トレーニ

ングがブロサッカー選手の馬断免疫能に与える影響を検討する

ために緩液を援取し，唾液中 slSt生レぺんの変動を境吉守したe

t:jJ法〕支持裂は、 J1 l)…グのトップチ…ムに所議するサッカー

選手 18名(トップ選手)とクラブユ…スに所瀦する高校生サッ

カ…選手 17名(ユース選手〉とした毎急性連動負荷の影響を瀦

べるため、一通性議大遼動の前後に稜泌を探殺したa 継続的ト

レーニングの影響を検討するために、 トップ3撃手に対し・て安静

時の唾液をシーズン開始から 1年間む朔年1丹~淵路年1月}

にわたり丹 1[誌の割合で綴設した。さらに、 99年 3月から 6F1

の竣液採取持iご、かぜの症状，密覚的コンディションそして安定

労感をアンケ…ト鵠査し、コンディションとの鵠傑を総べたゆ

唾液中 sIgA濃度は EUSAにより挺淀し、議液が~速度との緩か

らs砂九分接速度を算出した。{結果} トップ選手において、議

結:運動負荷前後の slgA分諮速度に変化はなかったが、運動に対

する窓答に怨人援があり運動後に場加する選手もいた。ユース

選手においては、急啓渡島j魚祷後iこslgA分総遊技カt有意iこ銭下

した。 トップ選手における継続的トレーニンク鳴の slgA分泌速

度は、シーズン後半に域IJGずる緩向にあった。 slgA分泌速度の

変動が大きくなるとかぜの症状が多くみられる選手がいた争患

党的コンディションおよび疲労異議に関しては、 sIgA分泌速度と

の関連性はみられ誌かった. [総務}ユース選手に比べて…流サ

ッカ…選手は、…退後の運動iこ対する免疫機能の適恋能力が惑

いことが推察された零シーズン中に免疫機能が変動した饗箆の

一つにコンディションの影響が挙げられる。競技成績が良かっ

たシーズン給料こ s1μ が安定し，競技成畿カf落ち込んだシーズ

ン後半iこsIgAが不安定であったことは、選手のコンディション

が s注入の変動に影響していることを演凌ずる結果であると怒わ

れるe また、銭入撃はあるものの、 slgA分諮盗塁芝の変動時にか

ぜの症状があらわれた選手がいた。これらのことは、連続的な

slgAの誤11定が競伎選手のコンディショニングを行う務の…つの

指様として利用できる可能性を示唆している。

唾液中sIgA コンデル百二ング サッカ…


